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02/0210 うっせみと 思ひし時に ーに云ふ、「うっそみと思ひしJ 取り持ちて 我が二人見し 走り出
の堤に立てる視の木の こちごちの枝の春の葉の しげきがごとく 思へりし妹にはあれど頼
めりし児らにはあれど世の中を背きしえねばかぎろひの もゆる荒野に 白たへの天領巾語、り
鳥じもの朝立ちいまして入日なす隠りにしかば我妹子が形見に置ける みどり子の乞ひ泣
くごとに取り与ふる ものしなければ男じもの わきばさみ持ち我妹子と 二人我が寝し枕づく
つま麗のうちに長はも うらさび暮らし夜はも 息づき明かし嘆けども せむすべ知らに恋ふ
れども 逢ふよしをなみ大鳥の羽易の山に我が恋ふる 妹はいますと 人の言へば岩根さくみて









02/0213 うっそみと 思ひし持に たづさはり 我が二人見し 出で立ちの百枝概の木こちごちに
枝させるごと 春の葉の しげきがごとく 思へりし妹にはあれど頼めりし妹にはあれど世の
中を背きしえねばかぎるひの もゆる荒野に 自たへの天領巾隠り 鳥じもの朝立ちい行きて
入日なす 隠りにしかば我妹子が形見に置ける みどり子の乞ひ泣くごとに取り委する 物しな
ければ男じものわきばさみ持ち我妹子と 二人我が寝し枕づく つま屋のうちに長は うらさ
ぴ暮らし夜は息づき明かし嘆けども せむすべ知らに窓ふれども 逢ふよしをなみ大鳥の羽




















































































{原文}阿佐志毛能 濃概能佐烏麿志、 魔幣菟者i嬬 伊和R多羅秀暮 i閣開能イ左烏醸志






















































03/0481 白たへの袷さしかへてなびき寝しわが黒髪の ま白髪になりなむ極み新世に とも
にあらむと 去の緒の絶えじい妹と 結びてし ことは来たさず思へりし心は遂げず自たへの
手本を別れにきび、にし家ゆも出でてみどり子の泣くをも置きて朝霧のおほになりつつ山背
の相楽山の 山のまに行き過ぎぬれば むすべせむすべ知らに我妹子と さ寝しつま屋に
斡には 出で立ち偲ひタには入り居嘆かひわき挟む子の泣くごとに男じもの負ひみ抱きみ
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